
第一次国際微小重力実験室αML－1）搭載実験の実施について

平成3年12月11日

宇宙開発事業団

　　　1　緒　言　　　・

　　　　　　　宇宙開発事：業団は、米国航空宇宙局（以下rNASA」という。）が進め・てい

　　　　　　る第一次国際微小重力実験室（以下rlML－1」という・）に参加して宇宙実

　　　　　　験を行う。

●　　　この資料は・IML一ユミッションを搭載したスペースシャトルの打上

　　　　　　げから実験運用管制の実施・地上対照実験の実輝及び飛行実験終了後の試

　　　　　　料の受取りまで（以下、こ、れを「搭載実験」という。）の計画につ陸て述べる・

　　　2　1ML－1の概要
　　　　　　　IML－1は、NASAが推進するスペースラブ利用の国際協力宇宙実
　　　　　　験計画（NASAはこの計画をIML9と呼んでいる。・）の第1回目飛行であ

　　　　　　る。この1・ML計画は、参加各国が実験装置を提供し、NASAが飛行の

　　　　　　機会を提供するというかたちで進あられている。

　　　　　　　’IML一一1には、米国、カナダ、ヨーロッパ、日本など11力国から提

　　　　　　案された42テーマについて、14力国、200人以上の研究者が参加し

　　　　　　実験が行われる。宇宙開発事業団は、宇宙放射線モニタリング装置、有機

　　　　　　結晶成長装置を提供して2テーマの実験を行う。●．　　　　　　．
　　　　　　　　　（注）　●：International　Microgravity　Laboratory

3．

3．

IM：L－1搭載実験の概要、

ユ　IML－1参加の目的
　　IML－1への参加は、第一次材料実験（FMPT）rふわっと’92j
　に先立ち、宇宙ステーションにおける実験に必要な宇宙環境利用技術の蓄

　積を図っていくことを艮的とする。　　　　　　　　　　　　　　　じ
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3．2　搭載実験の実施責任者

　　　　　　宇宙開発事業団理事　石澤禎弘

3．3　搭載実験実施の組織

　　　　搭載実験は、運用隊により行う。この運用隊の組織を第1図に示す。

第1図 運用隊の組織
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（注）　IML－1では、　「ふわっと’92」の運用隊の体制の一部を活用する
　　こととして一おり、＊印はIML－1の搭載実験実施体制の対象外である。

3．4　搭載実験の実施時期及び期閥

・（1＞IML－1（スベ．一スシャトル）の打上げ時期

　　　　1992（平成4）年1月22日（目標）

　　　　（打上げ日は、打上げ約2週間前にNASAが決定する。）

　（2）打上げ時間帯

　　　　午前9時頃から約2時間30分（米国君門時間）

　　　　午後11時頃から約2時間30分（日本時間）　　　　　　。．

　（3）実施期間’

　　　搭載実験の期間は・スペースシャトルの打上げ、蔚陸、そ，の蓼の実験試料

　　受取りまでの約5週間である。
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3．5　搭載実験の実施場所

　（1）実験運用管制

　　　　米国アラバマ州ハンツビル市
　　　　　NASAマーシャル宇宙飛行センター　実験運用管制所

（2）地上対照実験

　　　米国フロリダ州ケネディ宇宙センター
　　　　NASAケネディ宇宙センター　ハンガーL（生物試料取扱設備）

（3）飛行実験後実験試料の受取り

　　・米国カリフォルニア州エドワーズ
　　　　NASAドライデン飛行研究施設
　　’・米国フロリダ州ケネディ宇宙センター
　　　　NASAケネディ宇宙センター

3．6　実験テーマの概要

　　　　実施する宇宙実験の2テーマの概要は次のとおりである。．また、参考と

　　　して第1表に参加各国の国別実験テーマ数を示す。

（1）生物試料を用いた高エネルギー宇宙放射線の検出及び解析

　　有人宇宙飛行に必要な宇宙放射線遮蔽技術の開発のため、宇宙飛行中の宇

　　宙放射線が生物1三与える影響に関するデータの取得、蓄積を目的とする。

　　この実験で使用する宇宙放射線モニタリング装置の概要を第2図に示す。

（2）微小重力下における有機超電導体の結晶成長

　　大型で高品質の有機超電導体の単結晶を、宇『宙の微小重力環境を利用して

　結晶成長させ、地上で成長させた結晶と物性を比較することを目的する。ま

　た、外部からの微小振動を抑えた状態及び抑えない状態で結晶を成長させ、

　両者を比較して微小重力の変動が結晶成長に与える影響について検討する。

　　この実験で使用する有機結晶成長装置の概要を第●3図に示す。

第1表 IML－1国別実験テーマ数

回　　名 テーマ数 国　　名 テーマ数 国　　名 テーマ数

米　国 1
2
、

イギリス ，1 スペイン 1

カナダ 6 フラン気 5 デンマーク 1

日　本 2 イタリア 1 スイス　　　’ 3

ドイツ 7 オランダ 3　’
　♂　　　　　　向9

i合計） 4　2

（注）この表に示した国の他にノルウェー、オーストラリア、イスラエルから
　．研究者が参加する。　一
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第2図幽　宇宙放射線モニタリング装置の概要
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装置寸法 W130XHI30XDI30（mm）
重　　　　量 2．6kg
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装置の機能説明
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宇宙放射線モニタリング装置は、微生物胞子、植窃
種子（トーモロコシ）及び動物卵（翌年エビ）などを放

射線検出材に固定積層して宇宙放射線に被曝させま
す・また・放射線検出材は宇宙放射線の飛跡、強度
に関するデータを取得できます。

　　ドシメータ
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’第3図 有機結晶成長装置の概要
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仕様
ドナー溶液

アクセプター

@溶液甲装置寸法 W483xH226XD508（π7m）
…

重　　　量 Il．　7k7

溶媒

a＼実鹸セル容量 221cc／1台
A C

装置の機能説明

有機結晶が成長する部屋

有機結晶成長装置は、2個の実験セル・（有機結晶成長セル）から構成
され、その内1個には外部からの微小振動を減衰させる機能が付加
されています。

各実験セルの内部は、2っの隔壁により3つの部屋（A、B、C）に分
かれており、各部屋は溶媒で満たされ、両端の部屋A、Cにはそれ
ぞれドナー物質、アクセプター物質が入っています。ドナー物質、
アクセプター物質が中央の部屋Bに拡散し、そこで化学反応が生じ
ることによって有機結晶が成長します。
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3．7　1ML－1打上げ計画等（参考）

　（1）実施機関

　　　　　米国航空宇宙局（NASA）

　（2）打上げ計画の概要

　　　IML－1のた；めのNASAのスペごスシャトル打上げ計画は以下のとお

　　りである。

O打上げ場所：米国フロリダ州ケネディ宇宙センタニ
○オービタ名　：ディスカバリー号
Oフライト番号：STS－42（スペースシャトルとしては45番目の飛行）

○　軌　道　高　度　：　約，300km

O軌道傾斜角：約57度
○ミッンヨン期間：約7日間
O搭　　乗　　員　：次のとおり’（年令は1991年末現在）

　　・機長（コマンダー）　　ロナルド　J．グレイゾ（米国、46才）

　　・パイロット　　　　　スティーブンS．オズワルド（米国、40才）

　　・ミッションスペシャリスト（MS），ウィリアムF．レディ（米国、39才）

　　　　　　　　　　　　　デビッドC．ヒルマーズ（米国、41才）

　　　　　　　　　　　　　ノrマン　E．タガード（米国、48才）
　　・へ●イロードスペシャリスト（PS）ロバータ　L．ボンダー（カナダ、46才）

　　　　　　　　　　　　　ウルフ　D．メルポルト（ドイヅ、50才）

○着　『陸　地：米国カリフォルニア州ドライデン飛行研究施設

（3）実験運用の概要

　　飛行実験の運用管制は・NASAによりマーシャル宇宙飛．行センタ』で、

　スペースシャトル搭乗員との音声交信等によって行われる。宇宙開発事業団

　は・この実験運用に参加し」NASAの支援を得て搭載実験に係る運用管制

　行う。

●
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